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公公益益財財団団法法人人鳥鳥取取童童謡謡・・おおももちちゃゃ館館  経経営営状状況況報報告告書書  

１１．．法法人人のの概概要要  

（１）名     称  公益財団法人鳥取童謡・おもちゃ館 

（２）目     的  多様化する県民の文化に対する要求に応えるため、童謡・おもちゃを

通した各種文化事業を行い、もって童謡・おもちゃをテーマとした特

色ある地域文化の振興に資することを目的とする。 

（３）公益認定年月日  平成２５年３月２１日 

            （財団法人鳥取童謡・おもちゃ館設立許可年月日 平成６年１０月１日） 

（４）設立登記年月日  平成２５年４月１日 

            （財団法人鳥取童謡・おもちゃ館設立登記年月日 平成６年１０月３日） 

（５）基 本 財 産  ２４，０００，０００円（市出捐金１２，０００，０００円） 

（６）役     員  理事長  酒 嶋   優 

理 事 ７名   監 事 ２名 

評議員 ７名 

（７）事  務  所  鳥取市西町三丁目２０２番地 
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２２．．令令和和５５年年度度事事業業実実施施状状況況  
 
実施事業（総事業費 173,550 千円） 
ア  当年度の成果と展望 
 （ア） コロナ禍からの回復と利用の動向 

当年度は、令和 2 年度から 3 年間にわたって続けてきたイベントの参加人数の上限（100 名）
をなくすなど、ようやく通常の運営に戻すことのできた一年となりました。年間の利用者数は
93,264 人（前年度 76,585 人 21.8%増）となり、目標だったコロナ禍前 120,000 人の 8 割 5 分
102,000 人には届かなかったものの、以前の 7割強まで回復してきました。他方、収益面では、入
館料収益が団体旅行の受入増などにより 13,609 千円（同 11,414 千円 19.2％増）、文化事業収益
全体でもおもちゃ工房の利用増などにより 19,394 千円（同 15,741 千円 22.9％増）となるなど、
当初見込みを上回り順調に回復しつつあります。また、コロナ禍中は伸び悩んでいた年間パスポ
ートの会員数も増加し、令和 6 年 3 月末時点で、前年同月の約 1.5 倍となる 448 人となっていま
す。 
 （イ） 施設管理上の経済的負担と災害対応 

円安等の影響による利用料金の値上げにより前年度は大きく膨らんだ光熱費でしたが、電気ガ
ス共に当年度はやや落ち着き、前年度から約 4,500 千円減となる 18,445 千円（前年度 23,002 千
円△19.8％減）となりました。施設管理面での特記事項としては、令和 5 年 7 月早朝の記録的短
時間大雨により地下駐車場が膝上まで冠水し、駐車していたリース車両の館用車が廃車となる被
害が発生しました。幸い開館時間前だったため、利用者の車両等への被害はありませんでしたが、
天候次第では短時間での同種の被害の発生も予想されることから、今後の懸念材料ではあります。
本件に関する災害損失として 747 千円を計上しています。一方、車両共済に加入していたことか
ら、廃車に伴う共済金として 1,155 千円を受け取り、事業外収益としています。  
 （ウ） 文化事業と新たな取り組み 

令和 5 年 4 月からは、収蔵品データベースのオンライン公開を開始しました。わらべ館公式サ
イト上で童謡館とおもちゃ館の収蔵資料の検索が可能となっています。県外の教育機関や研究者
から、岡野貞一や永井幸次など郷土の音楽家のみならず、童謡唱歌全般に関するレファレンスや
資料複写依頼が入るなど活用が広がっています。  

イベントでは、8月に「おかあさんといっしょ」の先代うたのおねえさんである小野あつこさん
等によるコンサートを鳥取市民会館で開催しました。県内外から 760 名が来場し、大きな反響が
ありました。このほか基金事業として、童謡館事業の「田村虎蔵生誕 150 周年記念事業」と、童
謡館とおもちゃ館の共同事業「自称世界最高齢アニメーション制作集団 G9+1 展 ～みる・きく・
つくる～」の 2事業を実施しました。 
 
イ 童謡唱歌に関する事業（公益目的事業１ 事業費 82,434 千円） 

童謡・唱歌の普及啓発を図るため、次の３つを柱とした事業を行いました。 
 （ア） 童謡唱歌体験事業 
 （イ） 調査研究、資料収集事業 
 （ウ） 展示事業 

県の「童謡・唱歌のふるさと鳥取」企画実行委員会と共催して、童謡館基金事業「田村虎蔵生
誕 150 周年記念事業」を実施しました。令和 5 年 10 月から 1 ヶ月にわたって開催した特別展で
は、田村虎蔵の生涯を「旅」をテーマに紹介し、作曲作品だけでなく欧米視察の様子を多数の写
真とともに紹介しました。春と秋には記念コンサートを開催し、記念楽譜集を発行したほか、メ
モ帳などのオリジナルグッズを作成しました。  
 
ウ おもちゃに関する事業（公益目的事業２ 事業費 82,205 千円） 
 おもちゃ文化の普及啓発を図るため、次の３つを柱とした事業を行いました。 
 （ア） おもちゃ文化体験事業 
 （イ） 調査研究、資料収集事業 
 （ウ） 展示事業 
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２２．．令令和和５５年年度度事事業業実実施施状状況況  
 
実施事業（総事業費 173,550 千円） 
ア  当年度の成果と展望 
 （ア） コロナ禍からの回復と利用の動向 

当年度は、令和 2 年度から 3 年間にわたって続けてきたイベントの参加人数の上限（100 名）
をなくすなど、ようやく通常の運営に戻すことのできた一年となりました。年間の利用者数は
93,264 人（前年度 76,585 人 21.8%増）となり、目標だったコロナ禍前 120,000 人の 8 割 5 分
102,000 人には届かなかったものの、以前の 7割強まで回復してきました。他方、収益面では、入
館料収益が団体旅行の受入増などにより 13,609 千円（同 11,414 千円 19.2％増）、文化事業収益
全体でもおもちゃ工房の利用増などにより 19,394 千円（同 15,741 千円 22.9％増）となるなど、
当初見込みを上回り順調に回復しつつあります。また、コロナ禍中は伸び悩んでいた年間パスポ
ートの会員数も増加し、令和 6 年 3 月末時点で、前年同月の約 1.5 倍となる 448 人となっていま
す。 
 （イ） 施設管理上の経済的負担と災害対応 

円安等の影響による利用料金の値上げにより前年度は大きく膨らんだ光熱費でしたが、電気ガ
ス共に当年度はやや落ち着き、前年度から約 4,500 千円減となる 18,445 千円（前年度 23,002 千
円△19.8％減）となりました。施設管理面での特記事項としては、令和 5 年 7 月早朝の記録的短
時間大雨により地下駐車場が膝上まで冠水し、駐車していたリース車両の館用車が廃車となる被
害が発生しました。幸い開館時間前だったため、利用者の車両等への被害はありませんでしたが、
天候次第では短時間での同種の被害の発生も予想されることから、今後の懸念材料ではあります。
本件に関する災害損失として 747 千円を計上しています。一方、車両共済に加入していたことか
ら、廃車に伴う共済金として 1,155 千円を受け取り、事業外収益としています。  
 （ウ）  文化事業と新たな取り組み 

令和 5 年 4 月からは、収蔵品データベースのオンライン公開を開始しました。わらべ館公式サ
イト上で童謡館とおもちゃ館の収蔵資料の検索が可能となっています。県外の教育機関や研究者
から、岡野貞一や永井幸次など郷土の音楽家のみならず、童謡唱歌全般に関するレファレンスや
資料複写依頼が入るなど活用が広がっています。  

イベントでは、8月に「おかあさんといっしょ」の先代うたのおねえさんである小野あつこさん
等によるコンサートを鳥取市民会館で開催しました。県内外から 760 名が来場し、大きな反響が
ありました。このほか基金事業として、童謡館事業の「田村虎蔵生誕 150 周年記念事業」と、童
謡館とおもちゃ館の共同事業「自称世界最高齢アニメーション制作集団 G9+1 展 ～みる・きく・
つくる～」の 2事業を実施しました。 
 
イ 童謡唱歌に関する事業（公益目的事業１ 事業費 82,434 千円） 

童謡・唱歌の普及啓発を図るため、次の３つを柱とした事業を行いました。 
 （ア） 童謡唱歌体験事業 
 （イ） 調査研究、資料収集事業 
 （ウ） 展示事業 

県の「童謡・唱歌のふるさと鳥取」企画実行委員会と共催して、童謡館基金事業「田村虎蔵生
誕 150 周年記念事業」を実施しました。令和 5 年 10 月から 1 ヶ月にわたって開催した特別展で
は、田村虎蔵の生涯を「旅」をテーマに紹介し、作曲作品だけでなく欧米視察の様子を多数の写
真とともに紹介しました。春と秋には記念コンサートを開催し、記念楽譜集を発行したほか、メ
モ帳などのオリジナルグッズを作成しました。  
 
ウ おもちゃに関する事業（公益目的事業２ 事業費 82,205 千円） 
 おもちゃ文化の普及啓発を図るため、次の３つを柱とした事業を行いました。 
 （ア） おもちゃ文化体験事業 
 （イ） 調査研究、資料収集事業 
 （ウ） 展示事業 

鳥取市と共催して、同市と姉妹都市提携を結ぶドイツカッセル市のグリム兄弟博物館元館長で
ありグリム兄弟協会理事の G・ラウアー氏の企画設営によるドイツのおもちゃ展「メルヘンの世
界のおもちゃとゲーム」を約 2 週間にわたり開催しました。同時通訳による同氏のトークイベン
ト「現代におけるメルヘンの受容」では、メルヘンが現代においても世界中で愛され、一部は時
代とともに変化しながらもそれぞれの国の文化として根付いていることが示され、大変興味深い
内容でした。  
共同基金事業 G9+1 展は、ラーメン大好き小池さんのモデルとしても知られる鈴木伸一氏が、約

30 年前にわらべ館のマスコットキャラクター夢兎のデザインを手掛けていた縁で実現しました。
アニメ界のレジェンド達によるトークショーとワークショップを開催したほか、9 日間にわたり
いべんとほーるで G9+1 の映像作品を上映しました。  

エ 法人管理事業（管理事業 事業費 8,910 千円） 
定時評議員会のほか、理事会を 3 回開催しました。事業計画書や財務諸表等を WEB サイト上で

公開し、公益法人として透明性のある法人運営に努めました。令和 5年 10 月には業務効率化のた
め館の組織再編を実施し、事業推進室と総務係の 1室 1係制から、総務係・イベント係・童謡係・
おもちゃ係からなる 4係制へ移行しました。 

３３．．令令和和５５年年度度決決算算のの状状況況((令令和和５５年年４４月月１１日日かからら令令和和６６年年３３月月３３１１日日ままでで））  

(１) 令和５年度収支決算書総括表 

                             （単位：円） 

科     目 金     額 

Ⅰ 収入の部   

   基本財産運用収入 144,000 

   事業収入 19,394,705 

   受託収入 151,387,484 

   補助金等収入 5,907,503 

   特定資産取崩収入 1,674,569 

   雑収入 683,502 

   共済金受取収入 1,155,000 

  当期収入合計(a) 180,346,763 

    収入合計(A) 180,346,763 

Ⅱ 支出の部 

   法人管理費 8,885,542 

   文化事業費 164,531,483 

   特定資産取得支出 5,907,503 

   固定資産取得支出 275,000 

   災害損失 747,235 

   当期支出合計(b) 180,346,763 

  当期収支差額(a-b) 0 

 次期繰越収支差額(A-ｂ) 0 



―  90  ―



―  91  ―



―  92  ―



―  93  ―



―  94  ―



―  95  ―



―  96  ―

４４．．令令和和６６年年度度事事業業計計画画及及びび予予算算((令令和和６６年年４４月月１１日日かからら令令和和７７年年３３月月３３１１日日ままでで））  
 
（１）事業実施計画 
 
基本方針   
私たちの財団は、2024 年 4 月からの 5年間の指定管理者として、再び県と鳥取市から県立童謡

館と市立鳥取世界おもちゃ館の管理運営を任されました。平成 7 年 7 月 7 日の両館の開館以来の
成果と経験を活かし、わらべ館が引き続き利用者に愛されるよう次の 5 年間も全力で取り組みま
す。あわせて、全国唯一の童謡とおもちゃのミュージアムとして、特色ある地域文化の発展に努
め、皆さまからの期待に応えていきたいと考えております。   

私たちは、教育的価値の高い展示の提供、地域社会との連携強化、利用者にとって魅力ある文
化体験の創出に向け、具体的な計画を進めています。持続可能な運営を目指し、デジタル化の取
り組みも進めながら、より多くの人々にわらべ館の魅力を伝えていきます。この目標達成には、
スタッフ、利用者、地域社会の方々の一層の理解と協力が不可欠です。   

私たちは、童謡とおもちゃの文化を通じて、子どもたちの想像と創造力を育む場を提供し続け
ます。利用者と共に、記憶に残るわらべ館を創造し、次世代に価値ある文化的財産を残していき
たいと考えています。28年間の豊かな管理実績を礎に、わらべ館がこれからも文化の灯を高く掲
げ続けられるよう、私たちは全力を尽くして参ります。   
 
実施事業（総事業費 190,906 千円）   
法人の目的を達成するため、指定管理者としてわらべ館の管理運営を行うとともに、次の事業

を実施します。 
 
ア  童謡唱歌に関する事業（公益目的事業 1  事業費 89,282 千円） 
（ア）童謡唱歌体験事業 
童謡唱歌に親しむ機会を提供するため、実際に童謡唱歌を歌ったり聴いたりすることの出来る

体験活動を実施します。定期イベントとして唱歌教室を開催するほか、希望する団体や施設を募
り、県内外の各地に出向いてのコンサートを実施するなどして、童謡唱歌の普及と愛好者人口の
拡大に努めます。家庭でも唱歌にも親しんでいただくことを目的として、わらべ館のオリジナル
唱歌集を販売します。基金事業として、県立童謡館のマスコットキャラクター夢兎（ゆめと）の
着ぐるみ新調を計画しています。 
（イ）調査研究、資料収集事業 
「童謡・唱歌のふるさと鳥取」の拠点施設として、日本の音楽教育の発展に大きな役割を果た

した鳥取県出身の三人の音楽家、岡野貞一・田村虎蔵・永井幸次の業績を顕彰し、関連資料の収
集を行います。また併せて、本県ゆかりの音楽家や童謡全般に係る資料収集を行い、専門員によ
る調査研究を進めます。 
（ウ）展示事業 
岡野貞一ら鳥取県出身の音楽家の業績を顕彰するとともに、童謡唱歌に対する興味関心を広く

一般に喚起するため、常設展のほかテーマを定めた企画展を童謡館で開催します。展示には専門
員による調査研究、資料収集の成果を反映し、わらべ館の入館料のみで広く一般に公開します。 
また今年度は永井幸次生誕 150 周年記念事業（特別展、講演・コンサートなど）を鳥取県からの
受託事業として実施する予定です。 
 
イ  おもちゃに関する事業（公益目的事業 2  事業費 92,004 千円） 
（ア）おもちゃ文化体験事業 
おもちゃに親しみ、おもちゃ文化に触れる機会を提供するため、工作や遊びなどの体験型事業

を実施します。鳥取世界おもちゃ館を拠点として、おもちゃを使った工作や遊びの体験活動を提
供するほか、壊れたおもちゃの修理やリサイクルおもちゃのワークショップなど様々なアプロー
チにより、楽しみながら学べる環境の実現を目指します。おもちゃづくり体験で販売する工作キ
ットやその他材料代等の徴収に際しては、低廉な価格に設定し、多くの方に参加していただける
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４４．．令令和和６６年年度度事事業業計計画画及及びび予予算算((令令和和６６年年４４月月１１日日かからら令令和和７７年年３３月月３３１１日日ままでで））  
 
（１）事業実施計画 
 
基本方針   
私たちの財団は、2024 年 4 月からの 5年間の指定管理者として、再び県と鳥取市から県立童謡

館と市立鳥取世界おもちゃ館の管理運営を任されました。平成 7 年 7 月 7 日の両館の開館以来の
成果と経験を活かし、わらべ館が引き続き利用者に愛されるよう次の 5 年間も全力で取り組みま
す。あわせて、全国唯一の童謡とおもちゃのミュージアムとして、特色ある地域文化の発展に努
め、皆さまからの期待に応えていきたいと考えております。   

私たちは、教育的価値の高い展示の提供、地域社会との連携強化、利用者にとって魅力ある文
化体験の創出に向け、具体的な計画を進めています。持続可能な運営を目指し、デジタル化の取
り組みも進めながら、より多くの人々にわらべ館の魅力を伝えていきます。この目標達成には、
スタッフ、利用者、地域社会の方々の一層の理解と協力が不可欠です。   

私たちは、童謡とおもちゃの文化を通じて、子どもたちの想像と創造力を育む場を提供し続け
ます。利用者と共に、記憶に残るわらべ館を創造し、次世代に価値ある文化的財産を残していき
たいと考えています。28年間の豊かな管理実績を礎に、わらべ館がこれからも文化の灯を高く掲
げ続けられるよう、私たちは全力を尽くして参ります。   
 
実施事業（総事業費 190,906 千円）   
法人の目的を達成するため、指定管理者としてわらべ館の管理運営を行うとともに、次の事業

を実施します。 
 
ア  童謡唱歌に関する事業（公益目的事業 1  事業費 89,282 千円） 
（ア）童謡唱歌体験事業 
童謡唱歌に親しむ機会を提供するため、実際に童謡唱歌を歌ったり聴いたりすることの出来る

体験活動を実施します。定期イベントとして唱歌教室を開催するほか、希望する団体や施設を募
り、県内外の各地に出向いてのコンサートを実施するなどして、童謡唱歌の普及と愛好者人口の
拡大に努めます。家庭でも唱歌にも親しんでいただくことを目的として、わらべ館のオリジナル
唱歌集を販売します。基金事業として、県立童謡館のマスコットキャラクター夢兎（ゆめと）の
着ぐるみ新調を計画しています。 
（イ）調査研究、資料収集事業 
「童謡・唱歌のふるさと鳥取」の拠点施設として、日本の音楽教育の発展に大きな役割を果た

した鳥取県出身の三人の音楽家、岡野貞一・田村虎蔵・永井幸次の業績を顕彰し、関連資料の収
集を行います。また併せて、本県ゆかりの音楽家や童謡全般に係る資料収集を行い、専門員によ
る調査研究を進めます。 
（ウ）展示事業 
岡野貞一ら鳥取県出身の音楽家の業績を顕彰するとともに、童謡唱歌に対する興味関心を広く

一般に喚起するため、常設展のほかテーマを定めた企画展を童謡館で開催します。展示には専門
員による調査研究、資料収集の成果を反映し、わらべ館の入館料のみで広く一般に公開します。 
また今年度は永井幸次生誕 150 周年記念事業（特別展、講演・コンサートなど）を鳥取県からの
受託事業として実施する予定です。 
 
イ  おもちゃに関する事業（公益目的事業 2  事業費 92,004 千円） 
（ア）おもちゃ文化体験事業 
おもちゃに親しみ、おもちゃ文化に触れる機会を提供するため、工作や遊びなどの体験型事業

を実施します。鳥取世界おもちゃ館を拠点として、おもちゃを使った工作や遊びの体験活動を提
供するほか、壊れたおもちゃの修理やリサイクルおもちゃのワークショップなど様々なアプロー
チにより、楽しみながら学べる環境の実現を目指します。おもちゃづくり体験で販売する工作キ
ットやその他材料代等の徴収に際しては、低廉な価格に設定し、多くの方に参加していただける

よう工夫します。また、手軽に遊べる日本の伝統玩具を紹介するため、こまの販売を行います。
基金事業として、鳥取世界おもちゃ館のマスコットキャラクターロビットの着ぐるみ新調を計画
しています。 
（イ）口調査研究、資料収集事業 

鳥取世界おもちゃ館の展示の充実を図るため、鳥取県の郷土玩具や資料的価値のあるおもちゃ
を収集するとともに、専門員による調査研究を行います。県東部だけでなく近隣のおもちゃ作家
とも連携しながら、地域性のある特徴的なおもちゃの収集に力を入れます。近年受け入れる機会
の多い昭和中期以降の寄贈資料について、地域住民の趣味や遊興と関連付けた調査も行います。 

昨年度に童謡資料と統合して作成されたデータベースによる収蔵資料の整備とオンライン公開
後の利活用策を進めます。 
（ウ）展示事業 

「’89 鳥取・世界おもちゃ博覧会」を顕彰するとともに、当時の収集資料を活用するため財団
が新たに収集した資料も交えて、鳥取世界おもちゃ館において常設展やテーマを定めた企画展を
開催します。展示には専門員による調査研究、資料収集の成果を反映し、わらべ館の入館料のみ
で広く一般に公開します。 

ウ  法人管理事業（管理事業  事業費 9,620 千円） 
（ア）財団管理事業 

公益法人として関係諸法令に則り、透明性のある法人運営を行うとともに、人材育成に力を入
れ職員の知識、技量の向上を図ります。 

（２）収支予算書（内訳書） 
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